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要旨 
 北硫黄島で 2018 年 10 月、2019 年 6 月に鳥類相調査を行った。その結果、繁殖また

はその可能性が高い種として 3 種の海鳥（アカオネッタイチョウ、アカアシカツオド

リ、カツオドリ）および 5 種の陸鳥（カラスバト、ヒヨドリ、メジロ、トラツグミ、イ

ソヒヨドリ）が確認された。アカアシカツオドリでは 153 巣を含む集団繁殖地がこの

島で初めて見つかり、国内で 2 ヶ所目の記録となった。過去約 10〜20 年の間に、カツ

オドリおよびヒヨドリの個体数は大きな変化はなかったが、メジロでは有意に減少し

ていた。この島では外来ネズミの捕食で多数の鳥種が局所絶滅したと考えられる。火

山列島の生物相の持つ価値の維持のため、ネズミ類を根絶することが望ましい。 
 
キーワード 
 海鳥、小笠原諸島、侵略的外来種、ネズミ、保全 
 
１．はじめに 
 北硫黄島は小笠原諸島火山列島に属する面積 5.57km2、標高 792m の無人島である。

火山列島は中期更新世後半または後期更新世の火山活動に起源を持ち、小笠原諸島の

北部にある小笠原群島に比べると比較的新しい島である（海野ほか、2009）。この島は、

北に位置する母島列島からは約 150km、南の硫黄島からは約 67km 離れた孤立した島

である。北硫黄島は海岸のほとんどを崖に囲まれているが、北東部および北西部は尾

根から海岸まで植生が連続する谷が形成されており、また標高約 700m に三万坪と呼
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ばれる平坦な火口原を持つ。 
 この島の石野村にある石野遺跡では先史時代のものとみられる石器や線刻画などが

見つかっている（小野、1998）。遺跡から見つかったシラナミガイ Tridacna maxima は

放射性炭素年代測定の結果から約 2,000 年前のものと推定された（橋本ほか、1992）。
ただし、この入植者はその後に姿を消しており、近代までは再び無人島となっていた

（小野、1998）。その後 1899 年から日本人による入植が始まり、1944 年には 90 人の島

民が生活していたが第二次世界大戦のため強制疎開した。第二次世界大戦後は小笠原

諸島全体がアメリカ軍の統治下にあったため北硫黄島も無人化し、1968 年に小笠原諸

島が日本に返還された後も現在まで無人島のままとなっている。現在の北硫黄島には

入植時に侵入したと考えられる外来ネズミのクマネズミ Rattus rattus およびドブネズ

ミ R. norvegicus や、外来植物のガジュマル Ficus microcarpa やトクサバモクマオウ

Casuarina equisetifolia などが分布している（藤田ほか、2003; 川上・鈴木、2009）。 
 北硫黄島ではこれまでに 118 種の鳥類が記録されており、戦前には 8 種の海鳥（ア

カオネッタイチョウ Phaethon rubricauda、シロハラミズナギドリ Pterodroma hypoleuca、
オナガミズナギドリ Puffinus pacificus、セグロミズナギドリ Pu. bannermani、アナドリ

Bulweria bulwerii、オーストンウミツバメ Oceanodroma tristrami、クロウミツバメ O. 
matsudairae、カツオドリ Sula leucogaster）と 7 種の陸鳥（カラスバト Columba janthina、
ハヤブサ Falco peregrinus、ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis、ウグイス Cettia diphone、メ

ジロ Zosterops japonicus、イソヒヨドリ Monticola solitarius、カワラヒワ Chloris sinica）
の繁殖を含む 108 種が記録されている（表 1, 籾山、1930、1931、1932; 山階鳥類研究

所、2020）。一方で、1968 年の返還後には 2000 年に山階鳥類研究所が、2001 年および

2008 年に東京都小笠原支庁が行った鳥類調査の結果が、それぞれ報告されている（鈴

木ほか、2001; 山階鳥類研究所、2005; 川上ほか、2009）。これらの調査では 30 種の鳥

類の生息記録が得られているものの、戦前に繁殖していたシロハラミズナギドリ、オ

ナガミズナギドリ、セグロミズナギドリ、アナドリ、オーストンウミツバメ、クロウミ

ツバメ、ハヤブサ、ウグイス、カワラヒワの繁殖は確認されていない（表 1）。このよ

うに最近の北硫黄島の鳥類相に関する知見は蓄積されつつあるが、調査頻度は高いと

は言えず、情報は断片的なものにとどまっているといえる。 
 そこで本研究では、北硫黄島の鳥類相の現状および変化を明らかにすることを目的

として調査を行った。調査では2018年10月10〜11日にUAV（Unmanned Aerial Vehicle）
による予備調査を行い、2019 年 6 月 18〜23 日に上陸調査を行った。 
 
２．材料と方法 
 ２−１．海岸域の鳥類相 
 海岸域の鳥類の生息状況を把握するため、北硫黄島の東側の海岸部を踏査し、繁殖
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表 1. 北硫黄島出現鳥類リスト 
●: 繁殖またはその可能性、○: 観察記録。出典は以下の通り。a: 籾山 (1930)、b: 籾山 (1931)、
c: 籾山 (1932)、d: 鈴木ほか (2001)、e: 山階鳥類研究所 (2005)、f: 川上ほか (2009)、g: 山
階鳥類研究所 (2020)。 
Table 1. List of birds recorded on Kita-iwoto Island 
●: breeding or possibly breeding species, ○: non-breeding species. References are the following. a: 
Momiyama (1930), b: Momiyama (1931), c: Momiyama (1932), d: Suzuki et al. (2001), e: Yamashina 
Institute for Ornithology (2005), f: Kawakami et al. (2009), g: Yamashina Institute for Ornithology 
(2020). 
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している海鳥の種と営巣位置お

よび個体数を記録した。その結果

は 2015年、2016年の調査結果（未

発表）と比較を行った。調査した

経路は図 1 の通りである。踏査中

に鳥類が観察された場合には、そ

の種および個体数を適宜記録す

るとともに、斃死体を発見した場

合には種の同定を行った。 
 また、2018年10月11日にUAV
（DJI Phantom 4）で行った予備調

査から、島の西側の崖上でのアカ

アシカツオドリ Sula sula の繁殖

が明らかになったため（図 1）、こ
の調査で得られた空中撮影画像

から営巣数をカウントした。ま

た、予備調査では島の南西部の崩

壊地を中心に、アカオネッタイチ

ョ ウ が ク サ ト ベ ラ Scaevola 
taccada 等の灌木林に出入りする

姿が観察された。なお 2019 年に

も UAV を用いた空中撮影による

調査を予定していたが、気象条件の悪化のため実施しなかった。 
 
２−２．山域の鳥類相 
 各標高における陸鳥の種構成を明らかにするため、標高 10m、35m、40m、130m、

200m、310m、450m、470m、600m、720m、792m の各地点（図 1、C1〜C11）で定点セ

ンサスを行った。この調査では各地点において 15 分の観察を行い、半径 25m 以内に

出現する陸鳥の種と個体数を記録した。定点センサスの結果は、2008 年に行われた同

様の調査の結果と比較した（川上ほか、2009）。 
 山域での海鳥の生息状況を明らかにするため、コル（標高約 450m）から山頂までの

間に 2m×5m の方形区を各 6 ヶ所設定し（S1〜S6）、方形区内にある海鳥の巣穴の数を

記録した。繁殖個体が見つかった場合には金属脚輪による個体識別を行い放鳥するこ

ととした。 
 カラスバトは希少性が高いため、観察地点の位置を GPS で記録した。また、石野村

から山頂に至る踏査ルート上で鳥類の生息状況を適宜記録した。 

図 1. 調査地の地図 
グレーの線：踏査ルート、C：定点センサスの位置、L：
データロガー設置地点、S：海鳥営巣密度調査区位置。 
Figure 1. Map of survey area 
Gray line: survey route, C: location of point census, L: location 
of data logger, S: location of quadrate for seabird breeding 
density.
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２−３．無人記録装置の設置 
 北硫黄島での現地調査実施時期である 6 月以外の生物相を把握するため、踏査ルー

ト上に自動撮影装置（Reconyx H500）および無人録音装置（Wildlife Acoustics SongMeter4）
の設置を行った。 
 
３．結果 
３−１．海岸部の海鳥類 
 海岸域の鳥類の生息状況を把握するため、北硫黄島の東側の海岸部を踏査した結果、

カツオドリの巣が 97 箇所記録された（図 2）。2015 年の調査では 6 月 16 日および 19
日に島の海岸部全周についてカツオドリおよびアカオネッタイチョウの営巣場所を記

録し、カツオドリは全域で 435 巣、アカオネッタイチョウは島の南西部で 7 巣が記録

されている（図 3）。2016 年は 6 月 30 日〜7 月 1 日に石野村から南回りで西村までの

調査を行い、カツオドリの巣 344 巣を記録している（図 4）。2015 年、2016 年と 2019
年の調査の同一部分でのカツオドリ営巣数はそれぞれ83巣、59巣および87巣だった。 
 2018 年 10 月に島の西側で撮影されたアカアシカツオドリ繁殖地の空中撮影画像か

ら営巣数をカウントしたところ、合計 153 巣が確認された。2019 年の調査でも同じ場

図 2．2019 年 6 月のカツオドリの巣の位置 
グレーの線：踏査ルート。 
Figure 2. Location of Brown Booby nests in June 
2019 
Gray line: survey route. 

図 3．2015 年 6 月の海鳥営巣位置 
グレーの線：踏査ルート、黒丸：カツオドリ、

白丸：アカオネッタイチョウ。 
Figure 3. Location of seabird nests in June 2015 
Gray line: survey route, black circle: Brown Booby, 
white circle: Red-tailed Tropicbird. 
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所にアカアシカツオドリの集団が確認

された。 
 このほかに、島の東側の海岸では調査

期間中に、クロアジサシ Anous stolidus 30
個体以上を含む集団、シロアジサシGygis 
alba 6 個体、クロハラアジサシ Chlidonias 
hybridus 1 個体、アカオネッタイチョウ 6
個体が観察されるとともに、オナガガモ

Anas acuta の白骨死体 1 個体が確認され

た。クロアジサシの集団は渋沢から北に

約 500m の海岸に下りて休息していた

（観察：和田慎一郎）。シロアジサシは石

野村の標高 200〜300m の森林に出入り

する姿が頻繁に確認された。 
 
３−２．山域の鳥類相 
 定点センサスでは、ヒヨドリ、メジロ、

トラツグミ Zoothera dauma、イソヒヨド

リが確認された（表 2）。このうちヒヨド

リは標高 470m 以下の場所で、メジロは海岸域から山頂近くまで広く観察された。こ

の結果を 2008 年に行われた同様の調査の結果と比較したところ、ヒヨドリでは有意な

差は認められなかった（図 5, ANCOVA, F(1, 23) = 0.196, p=0.66）。一方でメジロは 2008
年に比べて有意に減少していた（図 6, ANCOVA, F(1, 23) = 8.61, p<0.01）。トラツグミと

イソヒヨドリはそれぞれ標高 200m 地点と 40m 地点の各 1 ヶ所のみで観察された。ト

ラツグミは踏査中に標高 666m のピークの近くで鳴き声が聞かれた（2019 年 6 月 22 日

9:00）。イソヒヨドリは密度は低いものの海岸域で観察された。カラスバトは標高 130m
付近で 1 個体、標高 150m 付近で最大 2 個体、標高 200m 付近にて最大 1 個体が複数日

図 4．2016 年 6 月のカツオドリの巣の位置 
グレーの線：踏査ルート。 

Figure 4. Location of Brown Booby nests in June 2016 
Gray line: survey route. 

表 2. 定点センサスの結果。 

Table 2. Result of point censuses. Each value is a number of individuals recorded within census area 
of 25-meter diameter during 15 minutes. 
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に亘って観察された（図 7）。標高

130m 付近で観察された個体は、

「R54」の色足環が装着されてい

た（観察：森英章）。この標識は

2016年 11月 26日に母島乳房山で

捕獲・標識された雌成鳥で、これ

までに他の場所での観察記録の

ない個体だった。踏査ルート上で

はメジロの古巣が 2 ヶ所確認され

た（標高 20m 、テリハボク

Calophyllum inophyllum、地上高

4m；標高 276m、ヒサカキ Eurya 
japonica、地上高 1m）。 
 海鳥の営巣密度を明らかにす

るための方形区調査の結果、全て

の場所で巣は見つからなかった。

このため捕獲調査は行わなかっ

た。ただし、標高 450m のビロウ平

では2019年6月21日19:45〜21:00
にセグロミズナギドリ 1 個体が飛

びながら鳴く声が聞かれた。また

同日 19:55 には同地点で設置され

ていた昆虫採集用のライトトラッ

プに誘引されてシロハラミズナギ

ドリ 1 個体が着陸した。 
 
３−３．無人記録装置の設置 
 自動撮影装置および自動録音装

置は、標高 30m、200m、450m、700m
の各地点（図 1、L1〜L4）に設置

した。これらの装置は 2020 年度に

回収する予定である。 
 
４．考察 
 今回の調査では 13 種の鳥類が観察された。これらの鳥種のうちクロハラアジサシは

北硫黄島で初めての記録だったが、その他の種は過去に北硫黄島で観察された記録の

図 5．標高と定点センサスによるメジロの個体群密度の

関係 
黒丸：2019 年、灰丸：2008 年、黒線：2019 年の回帰直

線、破線：2008 年の回帰直線。 

Figure 5. Relationship between elevation and population 
density of Japanese White-eye 
Black circle: population density in 2019, gray circle: that in 
2008, black line: regression line in 2019, dotted line: 
regression line in 2008. 

図 6．標高と定点センサスによるヒヨドリの個体群密度

の関係 
黒丸：2019 年、灰丸：2008 年、黒線：2019 年の回帰直

線、破線：2008 年の回帰直線。 

Figure 6. Relationship between elevation and population 
density of Brown-eared Bulbul 
Symbols are same as in Fig.5.
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ある種だった。アカアシカツオドリは

2018 年の予備調査で初めて繁殖が確認

された。陸鳥類では、メジロとヒヨドリ

の 2 種が優占していたが、これは返還後

の過去の調査の結果と同じ傾向であっ

た（鈴木ほか、2001; 川上ほか、2009）。
なお、陸鳥類のうち 3 種は、小笠原固有

亜種であるアカガシラカラスバト C. j. 
nitens 、 ハ シ ブ ト ヒ ヨ ド リ H. a. 
magnirostris、イオウトウメジロ Z. j. alani
と考えられる。 
 各鳥類の生息状況等については、下記

の通りだった。 
 
・アカオネッタイチョウ 
 これまでにアカオネッタイチョウは、

2000 年に 18 つがい、2001 年に 7 つがい、

2015 年には 6 つがいが確認されている

（鈴木ほか、2001; 山階鳥類研究所、2005）。2008 年、2018 年、2019 年の調査では海

岸域でアカオネッタイチョウがクサトベラの灌木林に出入りする姿が観察されている

ため恒常的に繁殖していると考えられるが、繁殖地の踏査は行われていないため営巣

そのものは確認されていない（川上ほか、2009）。また、本種は踏査可能な海岸沿いだ

けでなく、北部や北西部の崖の上などへの出入りも確認されていることから、未踏査

地域も含めて少なくとも数十つがいが繁殖していると考えられる。 
 国内で本種の繁殖が継続的に確認されている場所は北硫黄島の他に南硫黄島と南鳥

島のみである（川上、2017; 川上ほか、2018b）。ただし、南鳥島で見つかっている繁殖

個体は少なく、1980 年代では 3 つがい、2007 年には 4 つがいが記録されている（川

上、2017）。南硫黄島には 50 つがい以上が繁殖しており（川上ほか、2018b）、北硫黄

島はこれに次ぐ国内で 2 番目の規模の繁殖地と考えられる。本種は環境省レッドリス

トで絶滅危惧 IB 類に指定されており（環境省、2014）、国内の繁殖集団を保全する上

で北硫黄島の繁殖地は保全上の価値が高いと言える。 
 
・アカアシカツオドリ 
 北硫黄島では 2018 年の調査で集団繁殖地が見つかり、2019 年にも同じ場所で集団

が確認された。同地ではこれまでにもアカアシカツオドリの集団が樹上にとまる姿が

観察されていたものの、アプローチの難しい崖上であったため繁殖の有無は不明であ

図 7．カラスバトの発見地点 
Figure 7. Location of observation point of Japanese 
Wood-Pigeon 

− 193 −



 
194 

った（川上ほか、2009）。南硫黄島では国内で初めての集団繁殖地の記録として、2017
年に少なくとも 8 つがいを含む集団が見つかった（川上ほか、2018a）。今回の発見は

これに次ぐ 2 ヶ所目の集団繁殖地の発見であると同時に、国内最大の繁殖集団である。 
 北硫黄島は戦前には人が住んでおり鳥類相の記録が精力的に行われていたが（e.g., 
籾山、1930）、アカアシカツオドリは 1935 年に採集された標本が 1 個体あるのみで他

に記録がない（山階鳥類研究所、2020）。このことから、当時本種は繁殖していなかっ

たと考えられる。この島では 2000 年には島の上でアカアシカツオドリが目撃されてお

り（山階鳥類研究所、2005）、2008 年 6 月には今回繁殖地が見つかった場所で約 40 個

体が樹上にとまる姿が見られている（川上ほか、2009）。Chiba et al.（2007）は、北硫

黄島では毎年数十個体が樹上にとまる姿が観察されており、その個体数は年々増加し

ていることを報告している。また、南硫黄島では 1982 年にはアカアシカツオドリを 1
個体記録しているのみで集団を確認していないが（塚本、1983）、2004 年には少なくと

も 1 巣の営巣が、2007 年には 30〜40 個体が樹上にいる姿が確認されている（川上ほ

か、2018a）。以上のことから、火山列島のアカアシカツオドリは 20 世紀後半に定着し

その後に繁殖個体数が増加しているものと考えられる。 
 
・カツオドリ 
 2019 年の調査では島の全周のカツオドリの営巣調査は行われていないが、島の東岸

の同じ区域で行われた 2015 年、2016 年の調査結果と比べて大きな違いはなかった。ま

た、2001 年の調査では海岸部で 392 巣を記録し、これに加えて未調査地区で 20 巣以

上が存在すると推定し、400 巣以上が営巣していると報告している（鈴木ほか、2001）。
2015 年の海岸全周の調査で 435 巣が記録されていることから、北硫黄島の海岸部での

カツオドリの営巣数は、過去約 20 年間に年変動はあるものの大きな増減はないものと

考えられる。 
 
・カラスバト 
 今回の調査範囲では、カラスバトは 4 地点でのべ 9 個体が観察された。2016 年 7 月

1 日の調査では図 1 の C3 地点でハト 7 個体（成鳥 3、若 2、不明 1）が観察されている

が、今回はここでの観察はなかった。本種はもともと個体群密度が高くないため観察

は機会的なものに留まり、個体数の増減については不明である。今回観察された個体

のうち 1 個体は 2016 年に母島で標識された個体だった。北硫黄島では過去 10 年以内

に、父島で標識された雌 2 個体が渡来した事例が記録されている（Ando et al., 2017）。
小笠原群島からの移動記録がさらに追加されたことから、本種の移動が偶発的なもの

ではない可能性がある。 
 カラスバトは、2000 年には標高 200〜300m 地点で（山階鳥類研究所、2005）、2001
年には標高 150m 地点で（鈴木ほか、2001）、2014 年には標高 130m 以下の地点で観察
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されている（Ando et al., 2017）。今回の調査では標高 200m 以下の地点で観察されてお

り、低標高域で見られる傾向は同様であった。ただし、2008 年には標高 450m 地点で

も観察されている（川上ほか、2009）。南硫黄島でも本種の観察は標高 550m 以下に限

られている（川上ほか、2018b）。この鳥は種子や果実を採食するため、島内の分布は結

実の時期に大きく影響されると考えられるが、主に低標高地を利用していると言える。 
 
・ヒヨドリ 
 本調査ではヒヨドリは標高 470m 以下の地点のみで見つかったが、これは 2001 年お

よび 2008 年の調査の結果とほぼ一致している（山階鳥類研究所、2005; 川上ほか、2009）。
南硫黄島では標高 916m の山頂付近でも観察されていることから（川上ほか、2018b）、
北硫黄島には食物の利用可能量など何らかの制限要因が存在するのかもしれない。 
 DNA 分析から、小笠原群島のオガサワラヒヨドリ H. a. squameiceps は八重山諸島に

起源を持つが、火山列島の固有亜種であるハシブトヒヨドリは本州以北に起源を持ち、

両者に遺伝的交流がないことが示されている（Sugita et al., 2016）。また、東京都レッド

リストでは本亜種を保全上の留意が必要な種としている（東京都環境局、2011）。過去

10 年で北硫黄島のヒヨドリは特に減少傾向は見られなかったものの、個体群密度は高

いとは言えないため、今後も生息状況の変化を注視する必要がある。 
 
・メジロ 
 本種は海岸部から山頂近くまで広く観察された。ただし、個体群密度は 2008 年に比

べると 2019 年は有意に減少していた。これが個体数の減少傾向を示すものか、年変動

の範囲に収まるものかは不明である。現在の個体群密度は、直ちに絶滅を心配しなく

てはならないほどのものではないが、今後も個体数の推移に注目する必要がある。な

お、最近の DNA 分析により、火山列島のイオウトウメジロは琉球諸島と伊豆諸島の集

団と近縁であることが明らかになっている（Sugita et al., 2016）。 
 
・トラツグミ 
 今回の調査ではトラツグミは標高 200m と標高 666m で確認されている。2000 年に

は海岸から標高 700m 付近までの広い範囲で、2001 年には海岸近くで、2008 年には海

岸および標高 450m 地点で確認されている（鈴木ほか、2001; 山階鳥類研究所、2005; 
川上ほか、2009）。本種は戦後に小笠原群島に定着し、その後諸島内で分布を広げてい

る（川上、2019）。北硫黄島では本種の巣はまだ見つかっていないが、これは調査努力

量によるものと考えられる。最近の調査で定常的に確認されていることから、この島

で繁殖していると考えるのが合理的である。 
 
・イソヒヨドリ 
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 今回の調査では海岸の周辺のみで観察された。生息密度は低いものの、過去の調査

でも海岸を中心に毎回確認されている（鈴木ほか、2001; 山階鳥類研究所、2005; 川上

ほか、2009）。今回の調査では本種の繁殖は確認されていないが、2001 年には繁殖行動

が確認されており、この島で定常的に繁殖していると考えるのが合理的である。 
 
・繁殖が確認されなかった鳥類 
 戦前には北硫黄島で繁殖が確認されていたが、本調査を含む最近の調査で繁殖が確

認されていない種として、海鳥ではシロハラミズナギドリ、オナガミズナギドリ、セ

グロミズナギドリ、アナドリ、オーストンウミツバメ、クロウミツバメが、陸鳥として

はハヤブサ、ウグイス、カワラヒワがある。 
 繁殖集団が消滅した海鳥は、全て体重 400g 以下で地中営巣性の種である。南硫黄島

における繁殖分布から考えると、これらの種は低標高域から山頂までの森林内を中心

に繁殖していたと考えられる（川上ほか、2018b）。一方で現在も繁殖している 3 種は

体重 800g 以上で地上営巣性の種である。北硫黄島には外来のネズミ類が侵入している

が（川上ほか、2009）、これらは小型海鳥の捕食者となることが知られている（Harper 
& Bunbury, 2015; 川上、2019）。海鳥に影響を与える外来種であるヤギ Capra hircus や
ネコ Felis catus はこの島では野生化していないことから、これらの局所絶滅はネズミ

類によるものと考えられる。また、クマネズミは樹上性が強いため、ウグイスやカワ

ラヒワの巣の捕食者となると考えられる。特に小笠原ではクマネズミの侵入した全て

の島でカワラヒワが絶滅しており（川上、2019）、これらの陸鳥の局所絶滅はネズミ類

の捕食が原因と考えられる。 
 戦前の北硫黄島および硫黄島では、ハヤブサの固有亜種シマハヤブサ F. p. furuitii が
繁殖していた。しかし過去 50 年以上に亘り生息が確認されていないことから、環境省

のレッドリストでは 2018 年に絶滅とされた（環境省自然環境局野生生物課希少種保全

推進室、2018）。本亜種は海鳥を主要な食物としていたと考えられるため（Seebohm, 
1891）、小型海鳥の局所絶滅が本亜種の絶滅の一因となった可能性がある。ただし、ネ

ズミ類は本亜種の食物となり得るので、利用可能な食物資源量は海鳥絶滅後にも維持

されていた可能性がある。山階鳥類研究所には 1926 年〜1936 年の間に北硫黄島で採

集されたシマハヤブサの標本が少なくとも 31 個体所蔵されている（山階鳥類研究所、

2020）。現存する標本数がこれだけあるということは、実際にはさらに多くの個体が採

集された可能性が高い。本亜種は地上性哺乳類のいない北硫黄島の生態系の頂点に位

置し、面積の小さなこの島ではそれほど多くの個体数は維持されていなかったと考え

られる。その中で短期間に多数の個体が採集されたことは、個体数減少の一因となっ

たかもしれない。 
 今回の調査ではシロアジサシの小集団が確認された。本種は国内では南鳥島でのみ

繁殖記録があり、北硫黄島ではない（Chiba et al., 2007）。しかし、最近の調査では本種
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は毎回確認されており（鈴木創・川上和人、未発表）、また林内に出入りする姿も見ら

れている。シロアジサシは熱帯から亜熱帯で繁殖する樹上営巣性のアジサシであり、

緯度的には北硫黄島で繁殖してもおかしくはない。現状では本種が北硫黄島で繁殖し

ているのか、単に休息しているだけなのかは不明であり、今後確認する必要がある。 
 
・保全上の提言 
 火山列島は小笠原群島とは異なる地史的背景を持つため、独特の鳥類相を維持して

いる（川上、2019）。北硫黄島には戦前には絶滅危惧種を含む多数の鳥類が繁殖してい

た。特にクロウミツバメは現在南硫黄島のみ、セグロミズナギドリは南硫黄島と東島

のみ、オガサワラカワラヒワは南硫黄島と母島属島でしか繁殖が確認されておらず（川

上ほか、2018b; 川上、2019）、これらの種にとって北硫黄島が持つ潜在的な繁殖地とし

ての価値は極めて高いと考えられる。また、海鳥は海から陸への栄養塩供給や島間で

の種子散布などの機能を持つため（Ellis, 2005; Aoyama et al., 2012）、本来の北硫黄島の

生態系において重要な役割を果たしていたと考えられる。絶滅危惧種の保全のために

も、北硫黄島の生態系の健全化のためにも、鳥類の局所絶滅の原因と考えられるネズ

ミ類の根絶事業を実施し、鳥類相を回復することが望ましい。 
 繁殖集団が消失した鳥類の一部では再繁殖は確認できないものの、島への飛来が確

認されている種がある。今回の調査ではセグロミズナギドリとシロハラミズナギドリ

が、過去の調査でもセグロミズナギドリやクロウミツバメ、オガサワラカワラヒワの

飛来が、それぞれ確認されている（山階鳥類研究所、2005; 川上ほか、2009）。これら

のことから、ネズミ類が根絶されれば自然に繁殖集団が回復する可能性がある。 
 アカガシラカラスバトは環境省レッドリストで絶滅危惧 IA 類に指定されており（環

境省、2014）、小笠原諸島で精力的に保全事業が行われている（堀越ほか、2020）。これ

までの北硫黄島での調査から、小笠原群島と火山列島の間でのある程度の移動がある

ことが明らかになった。一方で、火山列島内での移動についてはまだ明らかになって

いない。特に原生自然環境保全地域である南硫黄島の集団との交流の有無や頻度は、

保全上不可欠な情報であるため、今後は GPS 発信器などを用いた調査を充実させ、集

団の構造を明らかにする必要がある。 
 戦前の記録に比べると返還後に記録されている鳥類の種数は著しく減少している。

原因の 1 つは人間が一時期入植したことによる撹乱の影響と考えられる。一方で、最

近の上陸調査が 6 月に偏っており他の季節の調査が不足していることも要因となって

いる。例えばオーストンウミツバメは冬に繁殖するため、夏期の調査では生息確認が

難しい。また、籾山（1930）は多くの冬鳥を記録している。今後秋から春にかけての調

査を行うことで、鳥類相をより正確に把握できるだろう。 
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   A field survey was conducted to clarify the current status of avifauna on Kita-iwoto, the 
Volcano Island Group, in June 2019. A preliminary survey was conducted in October 2018 
using an unmanned aerial vehicle. The breeding, or high possibility of breeding, was 
observed for the following species: three seabird species (Red-tailed Tropicbird Phaethon 
rubricauda, Red-footed Booby Sula sula and Brown Booby Sula leucogaster) and five land 
bird species (Japanese Wood-Pigeon Columba janthina, Brown-eared Bulbul Hypsipetes 
amaurotis, Japanese White-eye Zosterops japonicus, Scaly Thrush Zoothera dauma and Blue 
Rock-Thrush Monticola solitarius). Discovery of a breeding colony of the Red-footed Booby 
was recorded for the first time on this island; this was only the second recording of a breeding 
colony in Japan. The populations of Brown Booby and Brown-eared Bulbul were estimated 
to have been stable over the past decade, while the Japanese White-eye has significantly 
declined in number during that time period. Nine bird species that bred before World War II 
have not been confirmed as breeding in this location since that time; the main cause for this 
change is likely predation by introduced rats. The Volcano Islands have a very unique biota 
and the birds perform important ecosystem functions; to maintain and promote the restoration 
of the unique avian fauna, rats need to be eradicated. 
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